
1/1 

©2017 独立行政法人情報処理推進機構 

平成 29 年度 春期 システム監査技術者試験 出題趣旨 
 

午後Ⅱ試験 

問１ 
出題趣旨 

 近年，内部不正による，情報システムを対象とした情報漏えいなどが増えている。内部不正は，従業員など
が業務を行うために有するアクセス権限を悪用して情報の不正窃取，改ざんが行われる場合が多いので，外部
者や無権限者による不正アクセスよりもその防止や発見が難しい。したがって，内部不正対策では技術的対策
だけでなく，業務効率，従業員教育などの組織的対策が必要となってくる。 

本問は，システム監査人として，内部不正の特徴を十分に踏まえた上で，技術的対策と組織的対策の両方に
ついて，組織が適切な対策を実施しているかどうかを確認するための監査手続を立案できる知識・能力などを
評価する。 

 

問２ 
出題趣旨 

情報システムを取り巻く情報セキュリティの脅威は刻々と変化し続けていくので，構築時に想定したセキュ
リティレベルを満たすだけでは，変化する情報セキュリティの脅威に対応することは，難しい。したがって，
情報システムの運用段階においては，セキュリティレベルが維持できるように適時に対策を見直すためのコン
トロールが重要になる。 

本問は，システム監査人として，情報システムの運用段階において変化する情報セキュリティの脅威に対し
て，セキュリティレベルを維持するためのコントロールが有効に機能しているかどうかを監査するための知
識・能力などを評価する。 

 


